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3、病気治療術(離魂病)である O 同様のことを藤野岩友氏は「鎮魂の語義とその 111:l Y~J 3で日
































て鎮魂という言葉を使うことには慎重である O 柳田国男-堀一郎しかりである O 柳田l!l男は!君、
撫・鎮静・送部・祭却の諾を、堀一郎は鎮送・鎮逼(ちんあっ) .鎮祭・調伏である O 前号で
は堀が「熟さざる用語jとして鎮送冗術の語を使用したという経緯を述べた。
桂1霊信仰研究の草分けである村山修一、柴田実も慎重であった o 柴田実は「祇関御盤会ーそ
の成立と意義一J1954の中で、慰手[]・遷去iJの語を 9 、村 u汁多ーは f 日本者I~Îîï生活の源流j 1953の









































不動調伏法を行ったとある O このような記事は平安期多く見られるが、 f平家物語jの巻七「還
亡(げんぼう )Jに次のようにある O 還亡とは奈良時代の僧玄坊のことで、藤原広樹と対立し筑
紫に流されるが、広嗣の亡霊があらわれて、広綱を調伏しようとしていた。
玄i坊の首をとって雲の中に消えたという恐ろしい話である o r天平十六年 (742)六月十八日筑
前医i見かさ郡大宰府観世音寺供養せfられる導部iには玄坊僧正とぞ聞こえしO 高座にのぼり、敬白
の鐙うちならすIl寺俄に空かきくもり、雷ちおびただしう鳴て、玄坊の上におちかかり、その首と
















「その 2研究史からみる鎮魂諾jで取り上げたがもう一度そのことを考えてみよう o 本語室長な
どの国学者は霊魂観をネIjJ々との関連で世界観として堤示している O 本j吾宣長は世界を「綴事j














































ある O 文久2:年 (1862)京都霊山の霊i羽舎に招魂社を設けるのだが、この神葬の考えは津和野L藩






































































であったからだ。この説は折口信夫・五来重によることはすでに述べた O いずれも f令義解J




















「研究史にみる鎮魂諾-1鎮魂j語疑義考その 2Jnヒ較民俗1i:Jf究Na26j2011年 6pj 
2 松*J健「鎮魂I!YI術のj京像Jr古代伝承と宮廷儀礼jp 113 
3 藤野岩友氏「鎮魂の語義とその出典Jr留学院雑誌jNa69-11留学院大学1968年1]月















10 鎮斎は f日本都市生活の源流j1953 p16に「怨霊鎮斎Jの語を使用している O 鎮撫以下は















17 中瑞雲斎「窓遁溺~9二登(まどのひとりこと )J r熊取町史紀要第二号中瑞雲斎関係書簡集j大
阪府熊取IJ教育委員会1988
18 矢野玄道「献芹1説者(けんきんせんご)J芳賀登・松本三之介編 f日本思想体系 国学運動
の思想j1971岩波書庖




22 }]I藤隆久「津和野に於ける総霊社と祖霊社JH1l道津和野手文学の研究jp 223 
お 権問直D)Jに関しては神 1奇1m郎編『図与さ体系20巻 権回直助集j及び桜111-[1Hr覚書・権出直
助{云 (1) ~ (7) J r東国民衆史No3~10jに詳しい。
24 この科二は新谷尚紀2009r大和王様と鎮魂祭Jr鎮魂1*)係基本史料jに詳しい。




















事jJIh奇rm郎 1944 r医i皐体系20巻 権13直助集j留民社主Ij立事務所
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